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患者の割合は(H24年度 63%,H25年度 66%，H26年度 76%)
と増加傾向にある． 
表 1 外来患者の診察区分 
 初診 再来 予約 
H24 28(9%) 87(28%) 198(63%) 
H25 31(10%) 78(24%) 214(66%) 






待ち時間の 2 時間以上の患者の割合が(H24 年度 22％，





























図 8 待ち時間の影響（満足度）についての調査結果 






「壮年群」，50 代～60 代を「中年群」，70 代以上を「高
年群」とした．また，各評価項目に（悪い・遅い:1 や






















































60歳以下 悪い やや悪い普通 やや良い 良い 分からない
精算機 0 5 37 12 69 30
再来機 0 3 28 21 74 27
表示板 4 9 45 20 52 23
60歳以上 悪い やや悪い普通 やや良い 良い 分からない
精算機 1 3 30 20 65 37
再来機 1 4 27 21 72 31











2.5(n=53) 2.3(n=2.3) 2.6(n=250) 2.5(n=183) 
「待ち時間の案内」の
平均値 
3(n=54) 2.9(n=161) 3.2(n=231) 3.3(n=179) 












































































図 9 建設中の立体駐車場 
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